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インターネットでも議会の様子を
ご覧いただけます

合志市議会 検 索

合志市議会　3月定例会の流れ

平成31年度予算を可決しました！

平成30年度一般会計補正予算

一般会計 243億7,000万円
国民健康保険特別会計 65億1,391万円
後期高齢者医療特別会計 5億9,920万円
介護保険特別会計 44億     12万円
工業団地整備事業特別会計 3億5,364万円

詳しくはＰ２.３を
ご覧ください。

●発行／合志市議会
●編集／議会広報調査特別委員会
●〒861-1195
熊本県合志市竹迫2140
●TEL 096-248-2038
FAX096-248-2047

　これまで市民の皆さまより、市広報「こうし」と議会広報「きずな」が分かりにくいというお声を頂いておりました。そこで、議会広報
調査特別委員会では、先進自治体議会へ出向き、市広報誌との差別化、発行までのスピード化、全戸配布方法、経費の削減などの研修
を行ない、議会広報誌をタブロイド判により発行する運びとなりました。
　議会情報を分かりやすく、迅速に市民皆さまのお手元にお届けできるよう編集発行に努めてまいります。

第５号補正（３億7,271万１千円）第６号補正（１千万円）を追加し、
総額237億１千万円とすることを可決しました。

　３月定例会は、２月25日（月）から３月22日
（金）までの26日間の会期で開きました。
　平成31年度当初予算、平成30年度補正予算、
条例、人事案件など市長提出議案等50件のほか
議員提出議案２件を審査しました。ほか報告１件
がありました。
　議決結果は、市長提出議案等50件が原案どお
り可決、議員提出議案は２件可決となりました。
　一般質問は、８人が市政に関する問題を質問し
ました。
　今定例会には、延べ52人の方々が傍聴に来ら
れました。

２月25日開会
市長より議案について提案理由
の説明

２月26～27日
８人の議員による一般質問で
市政を問う（６面参照）

３月４日
議案質疑及び委員会付託、予算
決算常任委員会（質疑、分担付託）

３月５～７日
総務、文教経済、健康福祉常任委
員会・分科会で議案や請願の審査

３月13日、19日
予算決算常任委員会各分科会長報告を
行い、執行部へ総括質疑をし議案の審査　

３月22日
各委員会から審査結果報告後、討論・
採決（結果は７面の賛否表参照）

平成31年３月定例会

　これまで市民の皆さまより、市広報「こうし」と議会広報「きずな」が分かりにくいというお声を頂いておりました。そこで、議会広報
調査特別委員会では、先進自治体議会へ出向き、市広報誌との差別化、発行までのスピード化、全戸配布方法、経費の削減などの研修

議会広報「きずな」がタブロイド判に変わりました。

※一般会計以外の予算については四捨五入した数値です。
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小中学校分離新設校建設事業
24億9,098万円

その他

こども医療費助成事業

児童扶養手当支給事業

国保会計繰出金事業

障害児通所費給付事業

生活扶助事業

介護保険特別会計繰出金等事業

後期高齢者医療負担金

自立支援支給事業

児童手当支給事業

保育所入所等措置事業

その他

総合センター維持管理事業

市民センター維持管理事業

校舎施設修繕事業

図書館管理運営委託事業

学校給食運営事業

小中学校分離新設校建設事業

その他

行政区嘱託員配置事業

合志市地域公共交通計画実施事業

庁舎管理運営事業

公的不動産総合的利活用事業

基金管理事務

電算システム運用事業

その他

市道維持事業

市道改良事業

市道舗装事業

社会資本整備事業

御代志地区土地区画整理事業

下水道事業会計繰出金支出事業

その他

菊池広域連合運営事業

妊婦検診

検診事業

ごみ収集事業

感染症予防事業

菊池環境衛生保全組合厚生事業

30億4,547万7千円

13億8,901万8千円

13億1,323万6千円6億105万7千円

5億1,738万8千円

4億4,554万3千円

3億7,313万1千円

3億955万円

5億2,705万円

6億6,456万1千円

24億9,098万9千円

1億1,854万9千円

1億593万6千円

1億60万円

8,692万7千円

8,109万4千円

教育費 総務費

民生費

43億2,022万7千円

1億8,407万5千円

1億7,169万6千円

8,879万5千円

8,456万4千円

7,865万円

6,228万7千円

22億9,882万6千円

5億8,100万円

3億3,846万3千円

御代志地区土地区画整理事業
3億3,846万円

3億328万6千円

2億1,000万円

6,320万8千円

5,624万9千円

土木費 衛生費

19億6,225万4千円

5億5,959万5千円

2億5,670万6千円

1億9,384万5千円

7,040万1千円

7,039万2千円

5,790万3千円

15億3,991万6千円

109億2,313万4千円

学園大グラウンド

再春荘病院
菊池恵楓園

新御代志駅

駅前広場

完成予想図 完成予想図

平成30年度一般会計補正予算
（第５・６号）を可決

補正額  ５号

３億７，２7１万１千円
補正額  6号

１，０００万円
補正後予算額

    ２３７億１，０００万円

主な歳出の主要事業
２３.７％増を可決しました243億7,000万円
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予備費 2,000万円（増減なし）

公債費 18億5,897万5千円（5.1％増）

災害復旧費 56万6千円（増減なし）

教育費 43億2,022万7千円（161.5％増）

消防費 6億6,802万6千円（4.1％増）

土木費 19億6,225万4千円（47.3％増）

商工費 2億5,917万1千円（53.7％増）
農林水産業費 3億2,301万2千円（6.6％減）

衛生費 15億3,991万6千円（10.3％増）
保健衛生費 6億5,258万8千円（3.83％増）
清掃費 8億8,732万8千円（17.8％増）

社会福祉費 42億4,122万5千円（  9.4％増）
児童福祉費 60億3,708万5千円（  7.3％増）
生活保護費   5億9,538万9千円（14.3％増）
災害救助費        4,943万5千円（40.5％増）

教育総務費 30億   666万円（658.5％増）
※新設小中学校建設に係る経費約25億円等
小学校費   3億7,768万7千円（23.3％増）
中学校費   1億4,991万3千円（10.8％減）
社会教育費   4億3,022万円（9.4％増）

道路橋りょう費   7億3,875万2千円（187.3％増）
都市計画費 11億     67万6千円（30.7％増）
他

総務管理費 18億2,744万8千円（10％増）
選挙費   1億1,389万3千円（465％増）
※県議選・市議選・参院選実施
他

市債の借入れによって生じる返済金
（元利償還金）

民生費
109億2,313万4千円（8.5％増）

総務費 22億9,882万6千円（8.7％増）

議会費 １億9,589万3千円（0.1％減）

公債費 18億5,897万5千円（5.1％増）

教育費 43億2,022万7千円（161.5％増）

保健衛生費 6億5,258万8千円（3.83％増）
清掃費 8億8,732万8千円（17.8％増）

社会福祉費 42億4,122万5千円（  9.4％増）
児童福祉費 60億3,708万5千円（  7.3％増）
生活保護費   5億9,538万9千円（14.3％増）
災害救助費        4,943万5千円（40.5％増）

教育総務費 30億  
※新設小中学校建設に係る経費約25億円等
小学校費   3億7,768万7千円（23.3％増）
中学校費   1億4,991万3千円（10.8％減）
社会教育費   4億3,022万円（9.4％増）

民生費
109億2,313万4千円（8.5％増）

9.4％

8.1％

7.6％

6.3％

その他
12億410万円（増減なし）

県支出金
20億5,471万6千円（11.6％増）

国庫支出金
47億5,817万4千円（26.1％増）

市債
35億8,930万円（247.5％増）

地方交付税
34億5,000万円（2.8％減）

その他
20億3,573万円（19.0％増）

市税
72億7,798万円（10.5％増）

一般会計歳出

平成31年度予算

44.8％

17.7％

29.9％

4.9％

19.5％

14.7％
14.2％

8.4％

8.4％

一般会計歳入

市民税 40億4,310万円（13.0％増）
固定資産税 27億5,438万円（  8.9％増）
軽自動車税 1億7,840万円（  9.1％増）
市たばこ税 3億   210万円（  5.2％減）

14.7％14.7％14.7％14.7％14.7％

29.9％29.9％29.9％29.9％29.9％29.9％29.9％29.9％29.9％29.9％29.9％29.9％

8.4％8.4％8.4％8.4％8.4％8.4％

29.9％29.9％29.9％29.9％

自主財源依存財源

243億7,000万円
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補正予算の防火水槽とLEDの予算執行に
ついて
①当該事業の予算編成時の算出根拠及び、最終減
額補正の事由の確認
②今後の予算編成時における、行政区に対する一
定基準明示の必要性の有無の確認
　二つの事業の予算編成時の算出根拠に関しては、
基本的に対象行政区からの要望を受け入れて勘案
し、予算を確保することを優先している状況であ
る。その結果、執行年度中に改めて区及び、関係
者と協議を重ねる上で、事業の必要性の有無が変
化する場合もあり、今回は防火水槽撤去２件、
LED防犯灯設置200基分の減額補正を行なうこ
ととした。今後はさらに行政区との事前確認も含
め、予算計上前に十分必要性を判断すると同時に、
見通しがしづらく予算残が出る場合でも、３月最
終補正ではなく早めに期限も設け、適正な予算執
行に努めたい。

地域公共交通計画事業総合支援業務におけ
る本市の今後の公共交通について
①市域内交通網整備における課題と展望の確認
②経済政策としての熊本都市圏広域鉄道網構想の
必要性の有無の確認　
本市の市域内交通網整備は、県内、他市町村と

比べて、充実はしていると述べた上で、運行ルー
ト及び便数の少なさ、渋滞等による定時制の不安
定等、改善点も多く抱えており、利用が横ばいの
状況でもある。よって、ルート及びダイヤの見直
し、レターバス、循環バス、乗合いタクシー事業
の統廃合、予約型タクシーの運行範囲拡大等、課
題と市民ニーズを十分分析しながら、利便性の向

上及び利用客増加に努めていきたい。
また、熊本都市圏広域鉄道網構想の必要性につ

いては、移動の利便性による経済効果も大きく、
経済政策として有効性を感じているが、現実問題
として、他自治体との広域連携や事業者との交渉、
さらに財政面の問題等、ハードルは大変高いと認
識もしている。将来的な必要性は十分理解してい
るので、今後、鉄軌道網の広域的な議論は時宜を
得ながら始めていきたいと考えている。

御代志地区土地区画整理事業について
①当該事業の進捗及び、全体スケジュールの再確認
②提案頂く参入事業者への発注計画（案）及び、最
終的な事業対象全域の開発イメージの有無の確認
31年度以降のスケジュール
31年度 公共用地の先買いの減価買収及び用地

補償等の交渉、恵楓園・再春荘の用地
取得

32年度 駅前広場整備及び新駅南街区の造成工
事に着手

33年度　新御代志駅の移転
34年度 国道387号と十字交差となった都市計

画道路の開通
新駅北街区の駅ビル、商業施設、マン
ション等の誘致

39年度　換地処分完了
という計画になっている。

予
算
決
算

委
員
長

坂
本

武
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副
委
員
長

濱
口

正
曉

委

員

議
長
を
除
く

全
議
員

問

答

問

答

問

答

（環境衛生課）

議会報告会 第2回「中学生と議会との懇談会」を開催！

懇談会に
参加した
中学生の感

想
懇談会に
参加した
中学生の感

想

1月29日に議会報告会を開催しました。昨年度、合志中学校、西合志中学校、西合
志南中学校の3中学校の生徒会役員の皆さんにお集まりいただき開催した「中学生と議
会との懇談会」が大変好評だったため、今回第2回目を開催することになりました。今
回も中学生の皆さんから見た合志市の課題について、活発な意見や提案が寄せられまし
た。
　今回は懇談会に参加した中学生の感想で主なものを紹介します。

合志中学校
自分たちの学校について伝えるいい
機会になったし貴重な経験ができ
てよかった。次の機会があれば、生
徒会の意見だけでなく、全校生徒の
意見を参考に要望等を伝えたい。

西合志中学校
政治への関心がより高まりま
した。これを機会に地域と深く
関わっていきたい。今回の要望
が少しでも市政に反映された
ら良いなと思う。

西合志南中学校
懇談会に参加したことで合志市につ
いてしっかりと調べることができた。
他校の皆さんと意見を交わす機会が
少ないので、もっとこういう機会を用
意していただけるとありがたい。

【その他の総括質疑事項】
・合志市民祭り実施事業について
・女性・子ども支援課の相談業務について

【
審
議
日
程
】

●
平
成
31
年
３
月
４
日
（
月
）
予

算
決
算
常
任
委
員
会
（
全
体

会
）
質
疑
及
び
分
科
会
（
総
務

分
科
会
、
文
教
経
済
分
科
会
、

健
康
福
祉
分
科
会
）
を
設
置
し

付
託
事
件
の
審
査
を
行
な
う
こ

と
と
し
た
。

●
平
成
31
年
３
月
５
日
（
火
）
、

６
日
（
水
）
、
７
日
（
木
）
、

８
日
（
金
）
予
算
決
算
常
任
委

員
会
（
各
分
科
会
）
３
分
科
会

に
よ
る
審
査
を
行
な
っ
た
。

●
平
成
31
年
３
月
13
日
（
水
）
予

算
決
算
常
任
委
員
会
（
全
体

会
）
分
科
会
長
報
告
、
自
由
討

議
に
よ
り
分
科
会
長
報
告
に

対
す
る
質
疑
及
び
総
括
質
疑

事
項
の
選
定
を
行
な
っ
た
。

●
平
成
31
年
３
月
19
日
（
火
）
予

算
決
算
常
任
委
員
会
（
全
体

会
）

総
括
質
疑
・
討
論
・
表
決
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常任委員会・分科会（予算決算常任委員会）の審査概要
【委員会】財産の無償貸付
問　西合志庁舎のこうし未来研究所との無償貸付契
約について

答　現在５月の契約に向けて条件等は精査中であ
るが地元の意見等を十分反映させ、「こうし未
来研究所」と協議し契約締結を行なう。

【分科会】
平成30年度合志市一般会計補正予算

交 通 防 災 課
問　防犯灯設置助成事業において当初予算でLED
防犯灯化への補助金800基のうち、執行が
600基で400万円の減額が行なわれている
がその内容について

答　当初予算は地区の要望により、予算計上を行
なっている。実績により200基分の減額を行

なった。残る防犯灯については、区の要望に
より、平成31年度に計上している。

企   画   課
問　地域公共交通再編実施計画の考え方と作業ス
ケジュールは。

答　コミュニティ交通懇話会での住民の声や、地
域公共交通協議会で策定作業を進める。

環 境 衛 生 課
問　菊池環境保全組合負担金の推移と将来予測に
ついて

答　平成31年度までは確定しているが、平成32
年度以降については菊池環境保全組合へのご
みの搬入量により変動する。
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【委員会】
平成31年度合志市下水道事業会計予算
問　須屋浄化センターの今後の利用については。
答　管理棟については、耐用年数残存期間は下水
道事業の倉庫・書庫等として活用することで国
庫補助金返還額が少なくなる。水処理施設側
は一時避難所としての活用などを検討している。

【分科会】
平成31年度合志市一般会計予算

生 涯 学 習 課
問　小学校の社会体育移行について３分の１が継
続未定、または廃部になる状況についてどう
考えるか。

答　文科系部活が指導者不足で難しい。学校と地
域が一体となり学校運営を支える地域学校協
働本部事業が４月より始まるので、そこで文

科系指導者を導入する方法を探りたい。

学 校 教 育 課
問　分離新設校の今後のスケジュールは。
答　現在、用地についてはほぼ取得済みとなってお
り、平成31年度に入ってからは既存建物の解
体撤去後、造成工事を開始する。そこからは２
カ年かけて建築工事を行ない、平成32年12月
25日を完成予定としている。

商 工 振 興 課
問　工業団地整備事業の福原工業団地についての
概要は。

答　セミコンテクノパーク西側１０ha ほどを調査し
たいと考えており、中九州道路インター周辺も
含めたところで調査したい。可能性の調査とい
う部分になる。
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【委員会】
合志市特別職等の非常勤職員の報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例
問　乳幼児健診事業に関する歯科医師の近隣自治
体の委嘱状況は。

答　菊池管内では、菊池市は合志市と同様で市の
嘱託歯科医として、大津町、菊陽町は嘱託歯
科医以外として委嘱をしている。

平成30年度合志市後期高齢者医療特別
会計補正予算
問　滞納者数、滞納額、差し押さえの状況は。
答　平成31年３月５日時点での滞納者数は69名、
滞納額は約422万円である。差し押さえは行
なっていない。

平成31年度合志市介護保険特別会計予算
問　介護保険利用料の２割負担・３割負担の人数
と割合は。

答　平成30年10月時点では２割負担が150人、
３割負担が58人である。また、平成31年１月
時点では２割負担が145人で全体の5.8％、３
割負担が56人で全体の2.24％になる。

平成31年度合志市後期高齢者医療特別
会計予算
問　後期高齢者医療の保険料負担が増えることに
なると思うが、その変更点は。

答　年金収入80万円の方は特例的に均等割が９
割軽減されていたが、世代間の公平の観点か
ら平成31年度は８割、今後は７割軽減にな
る。

健
康
福
祉

問

問

答

問

答

問

答

問

答

答
問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

委
員
長

　
　西
嶌

　隆
博

副
委
員
長

　
　来
海

　恵
子

委

　
　員

　
　濱
口

　正
曉

委

　
　員

　
　濱
元
幸
一
郎

委

　
　員

　
　大
住

　清
昭

委

　
　員

　
　青
山

　隆
幸



5合志市議会だより 令和元年 第53号

補正予算の防火水槽とLEDの予算執行に
ついて
①当該事業の予算編成時の算出根拠及び、最終減
額補正の事由の確認
②今後の予算編成時における、行政区に対する一
定基準明示の必要性の有無の確認
　二つの事業の予算編成時の算出根拠に関しては、
基本的に対象行政区からの要望を受け入れて勘案
し、予算を確保することを優先している状況であ
る。その結果、執行年度中に改めて区及び、関係
者と協議を重ねる上で、事業の必要性の有無が変
化する場合もあり、今回は防火水槽撤去２件、
LED防犯灯設置200基分の減額補正を行なうこ
ととした。今後はさらに行政区との事前確認も含
め、予算計上前に十分必要性を判断すると同時に、
見通しがしづらく予算残が出る場合でも、３月最
終補正ではなく早めに期限も設け、適正な予算執
行に努めたい。

地域公共交通計画事業総合支援業務におけ
る本市の今後の公共交通について
①市域内交通網整備における課題と展望の確認
②経済政策としての熊本都市圏広域鉄道網構想の
必要性の有無の確認
　本市の市域内交通網整備は、県内、他市町村と
比べて、充実はしていると述べた上で、運行ルー
ト及び便数の少なさ、渋滞等による定時制の不安
定等、改善点も多く抱えており、利用が横ばいの
状況でもある。よって、ルート及びダイヤの見直
し、レターバス、循環バス、乗合いタクシー事業
の統廃合、予約型タクシーの運行範囲拡大等、課
題と市民ニーズを十分分析しながら、利便性の向

上及び利用客増加に努めていきたい。
　また、熊本都市圏広域鉄道網構想の必要性につ
いては、移動の利便性による経済効果も大きく、
経済政策として有効性を感じているが、現実問題
として、他自治体との広域連携や事業者との交渉、
さらに財政面の問題等、ハードルは大変高いと認
識もしている。将来的な必要性は十分理解してい
るので、今後、鉄軌道網の広域的な議論は時宜を
得ながら始めていきたいと考えている。

御代志地区土地区画整理事業について
①当該事業の進捗及び、全体スケジュールの再確認
②提案頂く参入事業者への発注計画（案）及び、最
終的な事業対象全域の開発イメージの有無の確認
31年度以降のスケジュール
31年度　公共用地の先買いの減価買収及び用地

補償等の交渉、恵楓園・再春荘の用地
取得

32年度　駅前広場整備及び新駅南街区の造成工
事に着手

33年度　新御代志駅の移転
34年度　国道387号と十字交差となった都市計

画道路の開通
新駅北街区の駅ビル、商業施設、マン
ション等の誘致

39年度　換地処分完了
という計画になっている。
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（環境衛生課）

議会報告会 第2回「中学生と議会との懇談会」を開催！

懇談会に
参加した
中学生の感

想
懇談会に
参加した
中学生の感

想

　1月29日に議会報告会を開催しました。昨年度、合志中学校、西合志中学校、西合
志南中学校の3中学校の生徒会役員の皆さんにお集まりいただき開催した「中学生と議
会との懇談会」が大変好評だったため、今回第2回目を開催することになりました。今
回も中学生の皆さんから見た合志市の課題について、活発な意見や提案が寄せられまし
た。
　今回は懇談会に参加した中学生の感想で主なものを紹介します。

合志中学校
自分たちの学校について伝えるいい
機会になったし貴重な経験ができ
てよかった。次の機会があれば、生
徒会の意見だけでなく、全校生徒の
意見を参考に要望等を伝えたい。

西合志中学校
政治への関心がより高まりま
した。これを機会に地域と深く
関わっていきたい。今回の要望
が少しでも市政に反映された
ら良いなと思う。

西合志南中学校
懇談会に参加したことで合志市につ
いてしっかりと調べることができた。
他校の皆さんと意見を交わす機会が
少ないので、もっとこういう機会を用
意していただけるとありがたい。

【その他の総括質疑事項】
・合志市民祭り実施事業について
・女性・子ども支援課の相談業務について

【
審
議
日
程
】

●
平
成
31
年
３
月
４
日
（
月
）
予

算
決
算
常
任
委
員
会
（
全
体

会
）
質
疑
及
び
分
科
会
（
総
務

分
科
会
、
文
教
経
済
分
科
会
、

健
康
福
祉
分
科
会
）
を
設
置
し

付
託
事
件
の
審
査
を
行
な
う
こ

と
と
し
た
。

●
平
成
31
年
３
月
５
日
（
火
）
、

６
日
（
水
）
、
７
日
（
木
）
、

８
日
（
金
）
予
算
決
算
常
任
委

員
会
（
各
分
科
会
）
３
分
科
会

に
よ
る
審
査
を
行
な
っ
た
。

●
平
成
31
年
３
月
13
日
（
水
）
予

算
決
算
常
任
委
員
会
（
全
体

会
）
分
科
会
長
報
告
、
自
由
討

議
に
よ
り
分
科
会
長
報
告
に

対
す
る
質
疑
及
び
総
括
質
疑

事
項
の
選
定
を
行
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っ
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●
平
成
31
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火
）
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算
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常
任
委
員
会
（
全
体

会
）
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・
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論
・
表
決
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常任委員会・分科会（予算決算常任委員会）の審査概要
【委員会】財産の無償貸付
問 西合志庁舎のこうし未来研究所との無償貸付契
約について

答 現在５月の契約に向けて条件等は精査中であ
るが地元の意見等を十分反映させ、「こうし未
来研究所」と協議し契約締結を行なう。

【分科会】
平成30年度合志市一般会計補正予算

交 通 防 災 課
問 防犯灯設置助成事業において当初予算でLED
防犯灯化への補助金800基のうち、執行が
600基で400万円の減額が行なわれている
がその内容について

答 当初予算は地区の要望により、予算計上を行
なっている。実績により200基分の減額を行

なった。残る防犯灯については、区の要望に
より、平成31年度に計上している。

企   画   課
問 地域公共交通再編実施計画の考え方と作業ス
ケジュールは。

答 コミュニティ交通懇話会での住民の声や、地
域公共交通協議会で策定作業を進める。

環 境 衛 生 課
問 菊池環境保全組合負担金の推移と将来予測に
ついて

答 平成31年度までは確定しているが、平成32
年度以降については菊池環境保全組合へのご
みの搬入量により変動する。
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【委員会】
平成31年度合志市下水道事業会計予算
問 須屋浄化センターの今後の利用については。
答　管理棟については、耐用年数残存期間は下水
道事業の倉庫・書庫等として活用することで国
庫補助金返還額が少なくなる。水処理施設側
は一時避難所としての活用などを検討している。

【分科会】
平成31年度合志市一般会計予算

生 涯 学 習 課
問 小学校の社会体育移行について３分の１が継
続未定、または廃部になる状況についてどう
考えるか。

答 文科系部活が指導者不足で難しい。学校と地
域が一体となり学校運営を支える地域学校協
働本部事業が４月より始まるので、そこで文

科系指導者を導入する方法を探りたい。

学 校 教 育 課
問 分離新設校の今後のスケジュールは。
答 現在、用地についてはほぼ取得済みとなってお
り、平成31年度に入ってからは既存建物の解
体撤去後、造成工事を開始する。そこからは２
カ年かけて建築工事を行ない、平成32年12月
25日を完成予定としている。

商 工 振 興 課
問 工業団地整備事業の福原工業団地についての
概要は。

答 セミコンテクノパーク西側１０ha ほどを調査し
たいと考えており、中九州道路インター周辺も
含めたところで調査したい。可能性の調査とい
う部分になる。
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【委員会】
合志市特別職等の非常勤職員の報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例
問 乳幼児健診事業に関する歯科医師の近隣自治
体の委嘱状況は。

答 菊池管内では、菊池市は合志市と同様で市の
嘱託歯科医として、大津町、菊陽町は嘱託歯
科医以外として委嘱をしている。

平成30年度合志市後期高齢者医療特別
会計補正予算
問　滞納者数、滞納額、差し押さえの状況は。
答　平成31年３月５日時点での滞納者数は69名、
滞納額は約422万円である。差し押さえは行
なっていない。

平成31年度合志市介護保険特別会計予算
問 介護保険利用料の２割負担・３割負担の人数
と割合は。

答 平成30年10月時点では２割負担が150人、
３割負担が58人である。また、平成31年１月
時点では２割負担が145人で全体の5.8％、３
割負担が56人で全体の2.24％になる。

平成31年度合志市後期高齢者医療特別
会計予算
問 後期高齢者医療の保険料負担が増えることに
なると思うが、その変更点は。

答 年金収入80万円の方は特例的に均等割が９
割軽減されていたが、世代間の公平の観点か
ら平成31年度は８割、今後は７割軽減にな
る。
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長
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議1 財産の取得 可 全  会  一  致 長 17 0

議35 黒石防災拠点センター建築本体工事請負契約の締結 可 全  会  一  致 長 17 0

条

例

議2 合志市工業団地整備事業特別会計条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議3 合志市公告式条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議4 合志市支所設置条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議5 合志市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する
条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議6 合志市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議7 合志市職員定数条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議8 合志市上下水道事業運営審議会条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議9 合志市国民保護協議会条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議10 合志市防災会議条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議11 合志市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議12 合志市特別職等の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議13 合志市民センター条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

予

算

議14 平成30年度合志市一般会計補正予算（第5号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議15 平成30年度合志市介護保険特別会計補正予算（第2号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議16 平成30年度合志市国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議17 平成30年度合志市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議18 平成30年度合志市下水道事業会計補正予算（第4号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議19 平成30年度合志市水道事業会計補正予算（第3号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議20 平成30年度合志市工業用水道事業会計補正予算（第2号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議21 平成31年度合志市一般会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議22 平成31年度合志市介護保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議23 平成31年度合志市国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議24 平成31年度合志市後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議25 平成31年度合志市工業団地整備事業特別会計予算 可 全  会  一  致 長 17 0

議26 平成31年度合志市下水道事業会計予算 可 全  会  一  致 長 17 0

議27 平成31年度合志市水道事業会計予算 可 全  会  一  致 長 17 0

議28 平成31年度合志市工業用水道事業会計予算 可 全  会  一  致 長 17 0

議34 平成30年度合志市一般会計補正予算（第６号） 可 全  会  一  致 長 17 0

そ
の
他

議29 合志市道路線の廃止 可 全  会  一  致 長 17 0

議30 合志市道路線の認定 可 全  会  一  致 長 17 0

議31 財産の無償貸付 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議32 財産の取得 可 全  会  一  致 長 17 0

議33 権利の放棄（水道料金債権） 可 全  会  一  致 長 17 0

人
事

同1 合志市教育委員会教育長の任命 同 全  会  一  致 長 17 0

同2～15 合志市農業委員会委員の任命 同 全  会  一  致 長 17 0

報
告 報1 専決処分（損害賠償に係る額の決定）の報告 報 告 終 了　  　　

議
員
提
出
議
案

条
例
等

議提1 合志市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議提2 合志市議会会議規則の一部を改正する規則 可 全  会  一  致 長 17 0

７合志市議会だより 令和元年 第53号

協
議
会
や
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
会
、
特
別
支
援

教
育
実
務
担
当
者
会
が
あ
り
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　
保
護
者
に
対
す
る
支
援

体
制
は
。

　
各
学
校
の
特
別
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
保
護
者
の

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

巡
回
相
談
員
等
も
対
応
し
て

い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
平
成
31
年
度
合
志
市
経
営

方
針
と
第
２
期
基
本
計
画
策

定
に
つ
い
て

い
る
人
権
を
基
幹
に
し
た
教

育
へ
の
所
感
を
伺
う
。

　
教
育
委
員
会
で
水
俣
病

の
語
り
部
の
話
を
聴
き
、
水

俣
市
に
寄
り
添
う
研
修
が
で

き
た
。
病
と
闘
う
池
江
選
手

の
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練

は
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
生

き
方
に
心
が
動
か
さ
れ
た
。

「
人
は
強
く
な
け
れ
ば
生
き

て
い
け
な
い
。
し
か
し
、
優

し
く
な
け
れ
ば
生
き
て
い
く

価
値
は
な
い
。
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。

な
ど
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
を
対
象
と
し
て
お
り
、
対

象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、

当
該
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
面
す

る
道
路
か
ら
高
さ
が
80
㎝
以

上
の
も
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
自
体
の
高
さ
が
60
㎝
以
上

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
発
達
障
が
い
児
避
難
所
に

つ
い
て

・
避
難
行
動
要
支
援
者
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て

・
地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

る
。
ま
た
、
英
語
表
記
の
分

別
表
も
あ
る
の
で
、
今
の
と

こ
ろ
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。

　
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち

の
学
習
環
境
は
ど
う
か
。

　
小
学
生
７
人
、
中
学
生

１
人
が
日
本
語
指
導
を
受
け

て
い
る
。

　
外
国
人
住
民
に
対
し
て

市
の
責
任
の
範
囲
は
。

　
言
葉
の
壁
は
あ
る
が
、

日
本
人
と
同
じ
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
地
域
公
共
交
通
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て

的
に
参
加
す
る
よ
う
な
仕
組

み
が
作
れ
な
い
も
の
か
。

　
地
域
に
根
差
し
た
防
災

士
や
自
治
会
・
自
主
防
災
組

織
等
が
小
中
学
校
の
防
災
訓

練
に
参
加
す
る
の
は
、
学
校

と
地
域
が
連
携
す
る
意
味
で

も
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
同

協
議
会
で
は
、
専
門
部
会
を

設
置
す
る
準
備
中
で
あ
り
、

今
後
は
そ
の
中
で
検
討
し
て

い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
市
民
交
番
構
想
に
つ
い
て

・
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

・
防
災
士
協
議
会
の
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て

ま
で
課
さ
れ
る
均
等
割
は
、

家
族
の
数
が
増
え
る
ご
と
に

保
険
税
を
加
算
し
て
い
く
仕

組
み
で
、
子
育
て
世
帯
の
保

険
税
負
担
を
重
く
し
、
子
育

て
支
援
に
逆
行
す
る
も
の
だ
。

子
ど
も
の
均
等
割
へ
の
減
免

制
度
を
導
入
す
べ
き
だ
。

　
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

全
国
市
長
会
で
は
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
提

言
書
を
国
に
提
出
し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い

て

わ
せ
る
こ
と
で
市
民
に
も
分

か
り
や
す
い
こ
と
か
ら
次
年

度
か
ら
74
歳
以
下
と
75
歳
以

上
に
変
更
す
る
。

　
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
。

受
診
率
の
向
上
に
逆
行
し
て

い
る
。
な
ぜ
こ
う
い
う
区
分

を
し
た
の
か
。

　
市
民
の
中
に
は
負
担
が

増
え
る
方
が
い
る
が
、
総
合

的
に
判
断
し
た
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

一般質問 ３月定例会では２日間にわたり、市の課題や市政運営のことについて市長および
執行部に対して８名の議員が質問しました。その一部をお知らせします。

　
集
団
回
収(

廃
品
回
収)

の
現
状
と
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。　

平
成
29
年
度
集
団
回
収

を
行
な
っ
て
い
る
80
団
体
の

助
成
金
は
９
３
３
万
１
千
円

で
、
以
前
に
比
べ
約
10
％

減
っ
て
い
る
。
集
団
回
収
の

量
か
ら
試
算
す
る
と
収
集
運

搬
委
託
料
で
は
約
４
６
０
０

万
円
、
環
境
保
全
組
合
で
の

処
理
費
用
約
７
７
０
０
万
円

の
経
費
削
減
に
な
る
。

　
組
合
で
の
処
理
費
用
が

大
き
い
の
で
収
集
業
者
が
直

接
売
却
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
処
理
費
用
が
掛
か
っ
て

　
集
団
回
収(

廃
品
回
収)

の
現
状
と
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。　

平
成
29
年
度
集
団
回
収

を
行
な
っ
て
い
る
80
団
体
の

集
団
回
収
で
ご
み
処
理
経

費
削
減
を

坂
本

　早
苗
議
員

問答問答

　
御
代
志
在
住
の
市
民
か

ら
「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

を
も
ら
っ
た
が
負
担
額
が
74

歳
以
下
と
75
歳
以
上
で
区
分

さ
れ
、
今
ま
で
は
５
０
０
円

で
済
ん
で
い
た
胃
が
ん
検
診

が
今
年
か
ら
１
４
０
０
円
に

な
る
。
年
金
生
活
を
す
る
者

に
と
っ
て
は
こ
の
値
上
げ
は

痛
い
。」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

自
己
負
担
額
の
年
齢
区
分
の

変
更
は
な
ぜ
行
な
わ
れ
た
の

か
。　

今
年
度
ま
で
は
自
己
負

担
額
の
年
齢
区
分
は
69
歳
以

下
と
70
歳
以
上
と
し
て
い
た

が
、
75
歳
以
上
を
後
期
高
齢

者
と
定
義
づ
け
る
こ
と
に
合

わ
せ
る
こ
と
で
市
民
に
も
分

か
り
や
す
い
こ
と
か
ら
次
年

度
か

上
に
変
更
す
る
。

　
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
御
代
志
在
住
の
市
民
か

ら
「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

を
も
ら
っ
た
が
負
担
額
が
74

歳
以
下
と
75
歳
以
上
で
区
分

さ
れ
、
今
ま
で
は
５
０
０
円

が
ん
検
診
の
年
齢
区
分
は

　
　
　
な
ぜ
変
更
し
た
の
か

神
田

　公
司
議
員

答

　
合
志
市
の
年
収
４
０
０

万
円
の
４
人
家
族
で
国
保
税

は
43
万
円
。
協
会
け
ん
ぽ
で

は
同
じ
条
件
で
保
険
料
は
20

万
円
。
加
入
す
る
保
険
が
違

う
だ
け
で
倍
以
上
の
負
担
を

強
い
ら
れ
る
。
29
年
度
ま
で

実
施
し
て
い
た
一
般
会
計
の

法
定
外
繰
り
入
れ
を
復
活
さ

せ
れ
ば
国
保
税
の
負
担
軽
減

が
で
き
る
。
検
討
す
べ
き
だ
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

の
俎
上
に
載
せ
て
い
た
だ
き

執
行
部
と
一
緒
に
議
論
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
議
会
と

執
行
部
が
方
向
性
を
合
わ
せ

ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　
収
入
の
無
い
子
ど
も
に

ま
で
課
さ
れ
る
均
等
割
は
、

家
族
の
数
が
増
え
る
ご
と
に

保
険
税
を
加
算
し
て
い
く
仕

組
み
で
、
子
育
て
世
帯
の
保

険
税
負
担
を
重
く
し
、
子
育

て
支
援
に
逆
行
す
る
も
の
だ
。

　
合
志
市
の
年
収
４
０
０

万
円
の
４
人
家
族
で
国
保
税

は
43
万
円
。
協
会
け
ん
ぽ
で

は
同
じ
条
件
で
保
険
料
は
20

万
円
。
加
入
す
る
保
険
が
違

う
だ
け
で
倍
以
上
の
負
担
を

高
す
ぎ
る
国
保
税
の

　
　
　
　
引
き
下
げ
を
！

濱
元
幸
一
郎
議
員

答

答

問問

　
１
月
12
日
、西
合
志
東

小
学
校（
生
徒
数
約
１
１
０
０

名
）の
防
災
訓
練（
引
き
渡
し

訓
練
）に
参
加
し
、
訓
練
の

様
子
を
拝
見
し
た
。
教
職
員

に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
必
要
性

を
感
じ
た
。
現
在
は
折
り
畳

み
式
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
あ
り

場
所
を
取
ら
ず
に
済
む
。

　
必
要
性
の
有
無
も
含
め

て
、
教
育
委
員
会
内
で
検
討

し
て
い
く
。

　
訓
練
の
前
に
防
災
士
と

し
て
講
話
す
る
機
会
を
頂
い

た
。
先
日
発
足
し
た
市
の
防

災
士
協
議
会
や
地
域
の
自
治

会
・
自
主
防
災
組
織
等
が
小

中
学
校
の
防
災
訓
練
に
組
織

的
に
参
加
す
る
よ
う
な
仕
組

み
が
作
れ
な
い
も
の
か
。

　
地
域
に
根
差
し
た
防
災

士
や
自
治
会
・
自
主
防
災
組

織
等
が
小
中
学
校
の
防
災
訓

　
１
月
12
日
、西
合
志
東

小
学
校（
生
徒
数
約
１
１
０
０

名
）の
防
災
訓
練（
引
き
渡
し

訓
練
）に
参
加
し
、
訓
練
の

様
子
を
拝
見
し
た
。
教
職
員

西
合
志
東
小
学
校
の
引
き

渡
し
訓
練
に
参
加
し
て

青
山

　隆
幸
議
員

問問 答

答

　
外
国
人
居
住
の
実
態

は
。
ま
た
市
役
所
窓
口
の
対

応
、
ご
み
出
し
等
で
問
題
は

な
い
か
。

　
２
月
１
日
現
在
、
男
１

７
３
人
、
女
１
４
１
人
の
計

３
１
４
人
で
５
年
前
の
約
２

倍
で
あ
る
。
転
入
手
続
き
な

ど
来
庁
時
に
は
、
企
業
か
ら

同
行
が
あ
り
外
国
語
で
の
会

話
な
ど
特
別
な
対
応
は
な
い

が
、
今
後
は
増
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

　
ご
み
の
分
別
が
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
外
国
人
が
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
企
業
・
農
家
な
ど
雇
用

主
が
住
居
を
確
保
し
て
い

る
。
ま
た
、
英
語
表
記
の
分

別
表
も
あ
る
の
で
、
今
の
と

こ
ろ
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。

　
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち

の
学
習
環
境
は
ど
う
か
。

接
売
却
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
処
理
費
用
が
掛
か
っ
て

答
　
外
国
人
居
住
の
実
態

は
。
ま
た
市
役
所
窓
口
の
対

応
、
ご
み
出
し
等
で
問
題
は

な
い
か
。

　
２
月
１
日
現
在
、
男
１

多
文
化
共
生
時
代
の

　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は

上
田

　欣
也
議
員

問問 答

問

答

答問答

　
通
学
路
や
公
園
の
そ
ば

な
ど
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
に
、
上
限
を
定
め
て
助

成
で
き
な
い
か
。

　
民
間
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
補

助
金
を
計
上
し
て
お
り
、
早

急
に
交
付
要
項
を
定
め
た
い
。

　
県
の
交
付
要
項
は
、
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
工

事
に
要
す
る
費
用
の
限
度
額

は
１
ｍ
当
た
り
１
万
２
千
円

及
び
総
額
20
万
円
を
上
限
と

し
て
い
る
。
耐
震
改
修
促
進

計
画
や
建
築
基
準
法
に
お
い

て
定
め
る
道
路
、
通
学
路
、

緊
急
輸
送
道
路
及
び
避
難
路

な
ど
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
を
対
象
と
し
て
お
り
、
対

象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、

当
該
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
面
す

る
道
路
か
ら
高
さ

上
の
も
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
自
体
の
高
さ

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

る
。
ま
た
、
英
語
表
記
の
分

そ
の
他
質
問
事
項

・
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
今
年
度
ま
で
は
自
己
負

担
額
の
年
齢
区
分
は
69
歳
以

下
と
70
歳
以
上
と
し
て
い
た

が
、
75
歳
以
上
を
後
期
高
齢

者
と
定
義
づ
け
る
こ
と
に
合

答

議
員

　
通
学
路
や
公
園
の
そ
ば

な
ど
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
に
、
上
限
を
定
め
て
助

成
で
き
な
い
か
。

　
民
間
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
補

助
金
を
計
上
し
て
お
り
、
早

安
心
安
全
に

　
　
暮
ら
す
た
め
に
！

来
海

　恵
子
議
員

問答

　
世
界
人
権
宣
言
の
精
神

に
か
な
っ
た
取
り
組
み
は
国

連
が
２
０
３
０
年
の
達
成
を

目
指
し
、
始
ま
っ
た
持
続
可

能
な
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で

あ
る
。
人
権
の
問
題
は
地
球

的
課
題
で
あ
り
、
本
市
に
お

い
て
最
重
要
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
が
12
月
に
実
施
し

た
人
権
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
の
市

民
の
感
想
は
。

　
小
学
生
は
「
人
を
大
切

に
す
る
。」
中
学
生
は
「
私

た
ち
は
一
人
で
は
生
き
て
い

け
な
い
。」
大
人
は
「
人
権

に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ

た
。」
等
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
教
育
長
が
実
践
さ
れ
て

い
る
人
権
を
基
幹
に
し
た
教

育
へ
の
所
感
を
伺
う
。

　
教
育
委
員
会
で
水
俣
病

の
語
り
部
の
話
を
聴
き
、
水

俣
市
に
寄
り
添
う
研
修
が
で

き
た
。
病
と
闘
う
池
江
選
手

そ
の
他
質
問
事
項

・
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い

て

て
い
た
だ
き
た
い
。
議
会
と

執
行
部
が
方
向
性
を
合
わ
せ

ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　
収
入
の
無
い
子
ど
も
に

問
　
世
界
人
権
宣
言
の
精
神

に
か
な
っ
た
取
り
組
み
は
国

連
が
２
０
３
０
年
の
達
成
を

目
指
し
、
始
ま
っ
た
持
続
可

能
な
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で

あ
る
。
人
権
の
問
題
は
地
球

人
権
問
題
に
つ
い
て

松
井
美
津
子
議
員

答

答

問問

　
障
が
い
児
の
顕
在
数
が

増
え
て
い
る
が
、
小
中
学
校

の
一
貫
し
た
支
援
継
続
は
で

き
て
い
る
の
か
。

　
小
中
学
校
の
連
携
は
で

き
て
お
り
、
一
貫
し
た
支
援

は
で
き
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
学
校
教
育
課
と
福
祉
部

局
、
ま
た
、
学
校
と
障
が
い

児
支
援
事
業
所
等
と
の
連
携

は
取
れ
て
い
る
の
か
。

　
支
援
体
制
整
備
促
進
に

向
け
て
、
関
係
者
と
関
係
機

関
で
合
志
市
地
区
別
支
援
教

育
連
携
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
活
動
組
織
と
し
て
、
中

学
校
区
特
別
支
援
教
育
連
携

協
議
会
や
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
会
、
特
別
支
援

教
育
実
務
担
当
者
会
が
あ
り
、

情
報
共
有
を

　
保
護
者
に
対
す
る
支
援

体
制
は
。

　
各
学
校
の
特
別
コ
ー

そ
の
他
質
問
事
項

・
市
民
交
番
構
想
に
つ
い
て

・
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

・
防
災
士
協
議
会
の
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て

し
て
講
話
す
る
機
会
を
頂
い

た
。
先
日
発
足
し
た
市
の
防

災
士
協
議
会
や
地
域
の
自
治

会
・
自
主
防
災
組
織
等
が
小

中
学
校
の
防
災
訓
練
に
組
織

　
障
が
い
児
の
顕
在
数
が

増
え
て
い
る
が
、
小
中
学
校

の
一
貫
し
た
支
援
継
続
は
で

き
て
い
る
の
か
。

　
小
中
学
校
の
連
携
は
で

き
て
お
り
、
一
貫
し
た
支
援

は
で
き
て
い
る
も
の
と
認
識

障
が
い
児
へ
の
支
援
体
制

に
つ
い
て

齋
藤

　正
昭
議
員

問問

問

答 答

答

も
確
実
に
処
理
す
る
義
務
が

あ
る
の
で
、
現
状
の
方
法
を

と
る
。

　
集
団
回
収
の
推
進
に
団

体
表
彰
や
活
動
内
容
の
紹
介

等
を
実
施
し
て
は
。

　
今
後
は
活
動
団
体
の
無

い
地
区
の
説
明
会
を
予
定
し

て
い
る
。
集
団
回
収
効
果
を

広
報
誌
等
で
知
ら
せ
る
。

問答

問

問答

そ
の
他
質
問
事
項

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

・
水
道
事
業
に
つ
い
て
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賛　否　一　覧　表
※ 議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　可＝可決　　　同＝同意
※ 採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　○＝賛成 ●＝反対　　　長＝議長　（議長は、議決には加わりません。可否同数となったときは裁決権を行使します。）

平成31年第1回定例会審議結果（2月25日～3月22日）

議　　員　　名

　　 議　案　等　の　名　称

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

賛

　成

反

　対
議
決
結
果

澤
田

　雄
二

野
口

　正
一

齋
藤

　正
昭

青
山

　隆
幸

大
住

　清
昭

西
嶌

　隆
博

松
本

　龍
一

後
藤

　修
一

濱
元
幸
一
郎

上
田

　欣
也

青
木

　照
美

坂
本

　早
苗

濱
口

　正
曉

神
田

　公
司

来
海

　恵
子

松
井
美
津
子

坂
本

武
人

吉
永

　健
司

市
長
提
出
議
案

契
約

議1 財産の取得 可 全  会  一  致 長 17 0

議35 黒石防災拠点センター建築本体工事請負契約の締結 可 全  会  一  致 長 17 0

条

例

議2 合志市工業団地整備事業特別会計条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議3 合志市公告式条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議4 合志市支所設置条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議5 合志市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する
条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議6 合志市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議7 合志市職員定数条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議8 合志市上下水道事業運営審議会条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議9 合志市国民保護協議会条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議10 合志市防災会議条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議11 合志市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議12 合志市特別職等の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

議13 合志市民センター条例の一部を改正する条例 可 全  会  一  致 長 17 0

予

算

議14 平成30年度合志市一般会計補正予算（第5号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議15 平成30年度合志市介護保険特別会計補正予算（第2号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議16 平成30年度合志市国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議17 平成30年度合志市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議18 平成30年度合志市下水道事業会計補正予算（第4号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議19 平成30年度合志市水道事業会計補正予算（第3号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議20 平成30年度合志市工業用水道事業会計補正予算（第2号） 可 全  会  一  致 長 17 0

議21 平成31年度合志市一般会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議22 平成31年度合志市介護保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議23 平成31年度合志市国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議24 平成31年度合志市後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議25 平成31年度合志市工業団地整備事業特別会計予算 可 全  会  一  致 長 17 0

議26 平成31年度合志市下水道事業会計予算 可 全  会  一  致 長 17 0

議27 平成31年度合志市水道事業会計予算 可 全  会  一  致 長 17 0

議28 平成31年度合志市工業用水道事業会計予算 可 全  会  一  致 長 17 0

議34 平成30年度合志市一般会計補正予算（第６号） 可 全  会  一  致 長 17 0

そ
の
他

議29 合志市道路線の廃止 可 全  会  一  致 長 17 0

議30 合志市道路線の認定 可 全  会  一  致 長 17 0

議31 財産の無償貸付 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 長 15 2

議32 財産の取得 可 全  会  一  致 長 17 0

議33 権利の放棄（水道料金債権） 可 全  会  一  致 長 17 0

人
事

同1 合志市教育委員会教育長の任命 同 全  会  一  致 長 17 0

同2～15 合志市農業委員会委員の任命 同 全  会  一  致 長 17 0

報
告 報1 専決処分（損害賠償に係る額の決定）の報告 報  告  終  了　  　　

議
員
提
出
議
案

条
例
等

議提1 合志市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例 可 全 会 一 致 長 17 0

議提2 合志市議会会議規則の一部を改正する規則 可 全  会  一  致 長 17 0
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協
議
会
や
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
会
、
特
別
支
援

教
育
実
務
担
当
者
会
が
あ
り
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

保
護
者
に
対
す
る
支
援

体
制
は
。

各
学
校
の
特
別
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
保
護
者
の

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

巡
回
相
談
員
等
も
対
応
し
て

い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
平
成
31
年
度
合
志
市
経
営

方
針
と
第
２
期
基
本
計
画
策

定
に
つ
い
て

い
る
人
権
を
基
幹
に
し
た
教

育
へ
の
所
感
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
で
水
俣
病

の
語
り
部
の
話
を
聴
き
、
水

俣
市
に
寄
り
添
う
研
修
が
で

き
た
。
病
と
闘
う
池
江
選
手

の
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練

は
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
生

き
方
に
心
が
動
か
さ
れ
た
。

「
人
は
強
く
な
け
れ
ば
生
き

て
い
け
な
い
。
し
か
し
、
優

し
く
な
け
れ
ば
生
き
て
い
く

価
値
は
な
い
。
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。

な
ど
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
を
対
象
と
し
て
お
り
、
対

象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、

当
該
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
面
す

る
道
路
か
ら
高
さ
が
80
㎝
以

上
の
も
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
自
体
の
高
さ
が
60
㎝
以
上

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
発
達
障
が
い
児
避
難
所
に

つ
い
て

・
避
難
行
動
要
支
援
者
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て

・
地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

る
。
ま
た
、
英
語
表
記
の
分

別
表
も
あ
る
の
で
、
今
の
と

こ
ろ
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。

外
国
人
の
子
ど
も
た
ち

の
学
習
環
境
は
ど
う
か
。

小
学
生
７
人
、
中
学
生

１
人
が
日
本
語
指
導
を
受
け

て
い
る
。

外
国
人
住
民
に
対
し
て

市
の
責
任
の
範
囲
は
。

言
葉
の
壁
は
あ
る
が
、

日
本
人
と
同
じ
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
地
域
公
共
交
通
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て

的
に
参
加
す
る
よ
う
な
仕
組

み
が
作
れ
な
い
も
の
か
。

地
域
に
根
差
し
た
防
災

士
や
自
治
会
・
自
主
防
災
組

織
等
が
小
中
学
校
の
防
災
訓

練
に
参
加
す
る
の
は
、
学
校

と
地
域
が
連
携
す
る
意
味
で

も
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
同

協
議
会
で
は
、
専
門
部
会
を

設
置
す
る
準
備
中
で
あ
り
、

今
後
は
そ
の
中
で
検
討
し
て

い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
市
民
交
番
構
想
に
つ
い
て

・
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

・
防
災
士
協
議
会
の
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て

ま
で
課
さ
れ
る
均
等
割
は
、

家
族
の
数
が
増
え
る
ご
と
に

保
険
税
を
加
算
し
て
い
く
仕

組
み
で
、
子
育
て
世
帯
の
保

険
税
負
担
を
重
く
し
、
子
育

て
支
援
に
逆
行
す
る
も
の
だ
。

子
ど
も
の
均
等
割
へ
の
減
免

制
度
を
導
入
す
べ
き
だ
。

　
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

全
国
市
長
会
で
は
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
提

言
書
を
国
に
提
出
し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い

て

わ
せ
る
こ
と
で
市
民
に
も
分

か
り
や
す
い
こ
と
か
ら
次
年

度
か
ら
74
歳
以
下
と
75
歳
以

上
に
変
更
す
る
。

　
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
。

受
診
率
の
向
上
に
逆
行
し
て

い
る
。
な
ぜ
こ
う
い
う
区
分

を
し
た
の
か
。

市
民
の
中
に
は
負
担
が

増
え
る
方
が
い
る
が
、
総
合

的
に
判
断
し
た
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

一般質問 ３月定例会では２日間にわたり、市の課題や市政運営のことについて市長および
執行部に対して８名の議員が質問しました。その一部をお知らせします。

集
団
回
収(

廃
品
回
収)

の
現
状
と
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。

平
成
29
年
度
集
団
回
収

を
行
な
っ
て
い
る
80
団
体
の

助
成
金
は
９
３
３
万
１
千
円

で
、
以
前
に
比
べ
約
10
％

減
っ
て
い
る
。
集
団
回
収
の

量
か
ら
試
算
す
る
と
収
集
運

搬
委
託
料
で
は
約
４
６
０
０

万
円
、
環
境
保
全
組
合
で
の

処
理
費
用
約
７
７
０
０
万
円

の
経
費
削
減
に
な
る
。

組
合
で
の
処
理
費
用
が

大
き
い
の
で
収
集
業
者
が
直

接
売
却
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

処
理
費
用
が
掛
か
っ
て

集
団
回
収
で
ご
み
処
理
経

費
削
減
を

坂
本

早
苗
議
員

問答問答

御
代
志
在
住
の
市
民
か

ら
「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

を
も
ら
っ
た
が
負
担
額
が
74

歳
以
下
と
75
歳
以
上
で
区
分

さ
れ
、
今
ま
で
は
５
０
０
円

で
済
ん
で
い
た
胃
が
ん
検
診

が
今
年
か
ら
１
４
０
０
円
に

な
る
。
年
金
生
活
を
す
る
者

に
と
っ
て
は
こ
の
値
上
げ
は

痛
い
。」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

自
己
負
担
額
の
年
齢
区
分
の

変
更
は
な
ぜ
行
な
わ
れ
た
の

か
。

今
年
度
ま
で
は
自
己
負

担
額
の
年
齢
区
分
は
69
歳
以

下
と
70
歳
以
上
と
し
て
い
た

が
、
75
歳
以
上
を
後
期
高
齢

者
と
定
義
づ
け
る
こ
と
に
合

が
ん
検
診
の
年
齢
区
分
は

な
ぜ
変
更
し
た
の
か

神
田

公
司
議
員

答

合
志
市
の
年
収
４
０
０

万
円
の
４
人
家
族
で
国
保
税

は
43
万
円
。
協
会
け
ん
ぽ
で

は
同
じ
条
件
で
保
険
料
は
20

万
円
。
加
入
す
る
保
険
が
違

う
だ
け
で
倍
以
上
の
負
担
を

強
い
ら
れ
る
。
29
年
度
ま
で

実
施
し
て
い
た
一
般
会
計
の

法
定
外
繰
り
入
れ
を
復
活
さ

せ
れ
ば
国
保
税
の
負
担
軽
減

が
で
き
る
。
検
討
す
べ
き
だ
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

の
俎
上
に
載
せ
て
い
た
だ
き

執
行
部
と
一
緒
に
議
論
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
議
会
と

執
行
部
が
方
向
性
を
合
わ
せ

ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

収
入
の
無
い
子
ど
も
に

高
す
ぎ
る
国
保
税
の

　
　
　
　
引
き
下
げ
を
！

濱
元
幸
一
郎
議
員

答

答

問問

１
月
12
日
、西
合
志
東

小
学
校（
生
徒
数
約
１
１
０
０

名
）の
防
災
訓
練（
引
き
渡
し

訓
練
）に
参
加
し
、
訓
練
の

様
子
を
拝
見
し
た
。
教
職
員

に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
必
要
性

を
感
じ
た
。
現
在
は
折
り
畳

み
式
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
あ
り

場
所
を
取
ら
ず
に
済
む
。

必
要
性
の
有
無
も
含
め

て
、
教
育
委
員
会
内
で
検
討

し
て
い
く
。

訓
練
の
前
に
防
災
士
と

し
て
講
話
す
る
機
会
を
頂
い

た
。
先
日
発
足
し
た
市
の
防

災
士
協
議
会
や
地
域
の
自
治

会
・
自
主
防
災
組
織
等
が
小

中
学
校
の
防
災
訓
練
に
組
織

西
合
志
東
小
学
校
の
引
き

渡
し
訓
練
に
参
加
し
て

青
山

隆
幸
議
員

問問 答

答

外
国
人
居
住
の
実
態

は
。
ま
た
市
役
所
窓
口
の
対

応
、
ご
み
出
し
等
で
問
題
は

な
い
か
。

２
月
１
日
現
在
、
男
１

７
３
人
、
女
１
４
１
人
の
計

３
１
４
人
で
５
年
前
の
約
２

倍
で
あ
る
。
転
入
手
続
き
な

ど
来
庁
時
に
は
、
企
業
か
ら

同
行
が
あ
り
外
国
語
で
の
会

話
な
ど
特
別
な
対
応
は
な
い

が
、
今
後
は
増
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

ご
み
の
分
別
が
よ
く
分

か
っ
て
い
な
い
外
国
人
が
い

る
の
で
は
な
い
か
。

企
業
・
農
家
な
ど
雇
用

主
が
住
居
を
確
保
し
て
い

多
文
化
共
生
時
代
の

　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は

上
田

欣
也
議
員

問問 答

問

答

答問答

通
学
路
や
公
園
の
そ
ば

な
ど
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
に
、
上
限
を
定
め
て
助

成
で
き
な
い
か
。

民
間
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
補

助
金
を
計
上
し
て
お
り
、
早

急
に
交
付
要
項
を
定
め
た
い
。

県
の
交
付
要
項
は
、
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
工

事
に
要
す
る
費
用
の
限
度
額

は
１
ｍ
当
た
り
１
万
２
千
円

及
び
総
額
20
万
円
を
上
限
と

し
て
い
る
。
耐
震
改
修
促
進

計
画
や
建
築
基
準
法
に
お
い

て
定
め
る
道
路
、
通
学
路
、

緊
急
輸
送
道
路
及
び
避
難
路

安
心
安
全
に

　
　
暮
ら
す
た
め
に
！

来
海

恵
子
議
員

問答

世
界
人
権
宣
言
の
精
神

に
か
な
っ
た
取
り
組
み
は
国

連
が
２
０
３
０
年
の
達
成
を

目
指
し
、
始
ま
っ
た
持
続
可

能
な
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で

あ
る
。
人
権
の
問
題
は
地
球

的
課
題
で
あ
り
、
本
市
に
お

い
て
最
重
要
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
が
12
月
に
実
施
し

た
人
権
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
の
市

民
の
感
想
は
。

　
小
学
生
は
「
人
を
大
切

に
す
る
。」
中
学
生
は
「
私

た
ち
は
一
人
で
は
生
き
て
い

け
な
い
。」
大
人
は
「
人
権

に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ

た
。」
等
の
回
答
が
あ
っ
た
。

教
育
長
が
実
践
さ
れ
て

人
権
問
題
に
つ
い
て

松
井
美
津
子
議
員

答

答

問問

障
が
い
児
の
顕
在
数
が

増
え
て
い
る
が
、
小
中
学
校

の
一
貫
し
た
支
援
継
続
は
で

き
て
い
る
の
か
。

小
中
学
校
の
連
携
は
で

き
て
お
り
、
一
貫
し
た
支
援

は
で
き
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

学
校
教
育
課
と
福
祉
部

局
、
ま
た
、
学
校
と
障
が
い

児
支
援
事
業
所
等
と
の
連
携

は
取
れ
て
い
る
の
か
。

支
援
体
制
整
備
促
進
に

向
け
て
、
関
係
者
と
関
係
機

関
で
合
志
市
地
区
別
支
援
教

育
連
携
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
活
動
組
織
と
し
て
、
中

学
校
区
特
別
支
援
教
育
連
携

障
が
い
児
へ
の
支
援
体
制

に
つ
い
て

齋
藤

正
昭
議
員

問問

問

答 答

答

も
確
実
に
処
理
す
る
義
務
が

あ
る
の
で
、
現
状
の
方
法
を

と
る
。集

団
回
収
の
推
進
に
団

体
表
彰
や
活
動
内
容
の
紹
介

等
を
実
施
し
て
は
。

今
後
は
活
動
団
体
の
無

い
地
区
の
説
明
会
を
予
定
し

て
い
る
。
集
団
回
収
効
果
を

広
報
誌
等
で
知
ら
せ
る
。

問答

問

問答

そ
の
他
質
問
事
項

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

・
水
道
事
業
に
つ
い
て
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月 日 曜 会議名 主な内容

6

14 金 本会議 市長提出議案上程及び説明

17 月

本会議 一般質問18 火

19 水

21 金
本会議 質疑、委員会付託

予算決算常任委員会 質疑、各分科会分担付託等　

24 月
常任委員会・分科会 付託事件の審査

25 火

28 金 予算決算常任委員会 分科会長報告、自由討議

７

４ 木 予算決算常任委員会 総括質疑、討論、採決

８ 月 本会議
委員会報告（質疑、討論、表決）

議員提出議案（上程、質疑、討論、表決）

議会広報調査
特別委員会
議会広報調査
特別委員会

委 員 長　坂本　武人

副委員長　濱元幸一郎

委　　員　松本　龍一

委　　員　青山　隆幸

委　　員　野口　正一

委　　員　澤田　雄二

　
3
月
20
日
は
国
際
幸
福
デ
ー
で
し
た
。
そ

こ
で
国
連
は
毎
年
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

と
い
う
も
の
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
日
本
の

ラ
ン
キ
ン
グ
と
い
い
ま
す
と
、
対
象
と
な
る

１
５
６
カ
国
中
58
位
で
し
た
。「
え
ー
っ
」
と

い
う
程
低
い
で
す
ね
。
調
査
当
初
か
ら
40
位

台
で
、
昨
年
は
54
位
と
年
々
低
下
し
て
い
ま

す
。
要
因
の
一
つ
と
し
て
は
、
度
重
な
る
地

震
や
大
雨
等
の
自
然
災
害
が
影
響
し
て
い
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
。

　
こ
の
調
査
は
、
自
分
を
幸
福
と
思
う
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
、
そ
の
た
め
主
観
的
要
素
が
強
く
、
信
憑

性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
だ
け
豊
か
な
国
に
住
ん
で
い
な

が
ら
自
分
を
幸
福
と
思
わ
な
い
人
が
多
い
の

は
確
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と

は
回
り
の
人
間
関
係
や
、
仕
事
等
に
も
影
響

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
市
に
お
い
て
は
、
人
口
が
増
加
し
、

道
路
、
住
宅
、
商
業
施
設
、
学
校
、
市
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
が
進
み
、
社
会
資
本
の

充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
人
々
の
心
の
中

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ

く
ら
い
の
人
が
自
分
を
幸
福
と
感
じ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
調
査
は
、
家
族
や
仕
事
、
教
育
・
福

祉
、
災
害
か
ら
の
復
興
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
、
幸
福
に
な
る
た
め
の
方
法
論
を
検
討

す
る
よ
う
に
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
後
議
会
と
し
て
幸
福
量

の
増
大
を
目
指
し
頑
張
っ
て
行
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
本
　
龍
一
）

編
集
後
記

　市民皆さまの声を一番の基本と考え、合志市のより良いまちづくりのために、熱い
思いで４年間頑張ってまいりました。市民の皆さま方には、議会に対するご理解と
ご支援を頂き誠にありがとうございました。
　改選後の議会も引き続きご理解とご協力を賜りますようよろしくお願い致します。

　合志市議会は、節目の年を迎え
ました。スマートインターチェンジ
開設要望に始まり、熊本地震への
対応、復旧、復興そして議会改革
に走り回った四年間でありました。
今後も市政発展、議会改革に一丸
となって取り組む所存です。これか
らも皆さまのご支援、ご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

令和元年第１回定例会日程（予定）

４年間ありがとうございました４年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました年間ありがとうございました

議長挨拶
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